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河城地区 市政懇談会 
 

日時 平成19年８月４日 19時30分から 

会場 河城地区センター 

参加者数 ５７人 

 

懇談（質疑応答） 

●西冨田自治会より 

 富田公文名線拡幅工事が平成２１年度には完成予定とのことで、ありがとうござい

ます。 

 要望ですが、西富田茶農協より七富神社までの道路拡幅工事をお願いします。こ

の道路は小中学校の通学路にもなっています。朝晩は部落外の車が非常に多くて、

朝、特に子供達は難儀をしています。事故が起きてからでは遅く、自治会としても責

任を感じます。よろしくお願いします。 

●市長 

 今の道路につきましては、大変申し訳ありませんが今年度、来年度の事業計画に

は入っていません。３ヵ年計画でやっていまして、ローリングをやっておりますので、

地元の皆さんと協議しながら進めさせていただきたいと考えております。今の時点で

は公文名富田線を１年でも早くやるように、担当の方に指示をしておりまして、それ

が出来た時点で、それからの道は検討させていただきます。 

●富士見台自治会より 

菊川東中の下の県道７９号から、うち団地及び牧之原に通じる道路の関係ですけ

れども、私が菊川に住んで９年になります。それよりも３０年ほど前、ゴルフが好きで

始めて、菊川カントリーのコースが良くて、住むなら菊川ということで９年前にこちら

にお世話になりました。今通っている道も３０年前から道路の形状がほとんど変らず、

交通も非常に多くて、子供達も通学に気を使っている感じを受けますので、何らかの

形で道路が広がればと思い質問させていただきました。 

和田公園ですが、以前は遊具などもがたくさんあったような感じを受けましたが、

歩いて見ますと遊具はありません。遊具の事故が増えていて、理解もできるんです

けれども、出来るだけ身近なところの公園の遊具の設置を。簡単なものでも結構で

すので、遊具の充実をしていただければありがたい。よろしくお願いします。 

●市長 

吉田大東線に下りる道につきましては、富士見台の皆さんから強い要望をいただ

いております。この事業は吉田大東線のアクセスするところの、色々な事情がありま

して、吉田大東線が先に整備されないと難しいと思います。しかし、以前からこの道
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路は通学路と言うことでありますので、出来る限り法面の整備とか、そういうことをや

らしていただいております。河城に来る度にこの話をいただいておりまして、私もあそ

こを通る時に子供さんたちが上から下りて来ると、危ないなーと気にしておりますの

で、出来る限り改良の方を進めさせていただきたいと思います。 

和田公園の遊具の件でありますが、今、お話が有りましたように、２,３年前にこの

周辺でも事故が有りまして、和田公園につきましても、そういう点から修理をするか、

あるいは取るかとか、色々な条件のなかで、判断に至ったわけです。菊川市内には

たくさんの公園がありますが、今後の管理とか公園の特徴等を考えた場合、どこに

行ってもブランコと滑り台が有るということではなく、それぞれが特徴のある、これか

らの公園のあり方というものを、考えていかなければならないと思います。都市計画

課、施設管理課が所管しておりますが、内部で話をしながら、これからの公園の活

用について、調査研究していきたいと思いますので、よろしくお願いします。和田公

園は菊川市においても代表的な公園ですので、有効活用させていただきたいと思い

ます。 

●潮海寺自治会より 

 １点目でありますが、平成１７年度から国のまちづくり交付金事業に取り組み、市

の都市計画課に手取り、足取り指導をいただくなかで、順調に推移しております。潮

海寺地区にとりましては、かってない区画整理事業的な地区事業が進捗をしていま

す。区域内では、今期の事業を進めるなか、いわゆる第一期の事業が、平成１７年

度から２１年度までの予定で進めていただいております。つきましては地区計画にお

いて、まだまだ残された路線がかなりあるわけでございまして、そのようななかで、第

二期、いわゆる平成２２年度以降の次期の事業につきましても、是非採択いただけ

るように、行政からの手当て、支援をお願いしたいと思います。地区計画の新しい道

路が出来ってまいりまして、地区外からの交通量がふえてまいりした。しかしながら

道路が出来ることによりまして緊急車輌等の通行も便利になり、大変ありがたい、是

非その点をお願いいたします。 

第二点目の道路の関係でありますが、いわゆる空港関連の県道吉田大東線の関

係です。１０年以前前ですが都市計画道路と併用しておりまして、駅前通りが終われ

ば継続的に東へ来ていただけるというような説明をいただいた経緯があります。以

後経済状況等が変るなかで、潮海寺の入口付近から谷田部の橋の間、未整備区間

が整備されないまま現状に至っております。住居家屋移転も伴います。一般的な住

居が４軒、あと倉庫等があります。そういう状況ではありますので、土地を提供して

いただく、あるいは移住していただく方にとりましては、大変ご迷惑な話かと思います

が、やはり空港関連の一環という事情もあるようでございます。駅前からの喉元でご

ざいます。是非とも県事業で早期に着工できるように、お計らいをいただきたいと思
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います。 

 三点目でありますが、潮海寺地内に旭テックの最終処分場がありますけれども、今

年に入りまして、６月、７月の２度にわたり、この最終処分場から汚濁水が前田川、

菊川へ流出しました。自治会も平成４年、当時の町長さんの立会いのもと、旭テック

との間で協定が結ばれております。今まで何事も無く順調に進んでまいりましたが、

にわかに２度ほど、こんな事実が出てまいりまして、先般も市の方へは、旭テックに

対する行政指導、旭テック側には再発防止の対策、この辺についてお願いをしてま

いりました。そういうことで現在旭テック側も、誠意を持って対応していただいておる

と思います。是非、土地利用の一環でありますので、行政の方からも指導をいただ

いて、汚濁水が流出することのないように指導をお願いします。 

●市長 

 まちづくり交付金事業についてでありますが、潮海寺地区のみなさん、まちづくり推

進協議会の皆さんが中心となって先進的な事業に取組んでいただいたことに、私の

方からもお礼を申し上げます。４０％国の補助金が出るという事業でありまして、期

限的に５年間という制約があり、まさに５年間で投資効果を出さなくてはならない事

業であります。そういったなかで、地元のみなさんのご理解をいただき道路整備など

が進められていて、評価をいただいているのではないかと思います。これから地元

の皆さんがさらに、そのような形でということになれば、当然、まちづくり推進協議会

の皆さんが中心となっていただいて、これからの調整を行政とさせていただいて、そ

れができれば国、県の方と話し合いをしていきたいと思います。交付金事業に採択さ

れるよう私達も取組んでまいりますので、よろしくお願いします。 

 ２点目の吉田大東線、これも非常に重要な事業であります。あと３７０ｍほどありま

すが、この区間が完成すれば、都市計画道路として吉田大東線は、ひとつの大きな

一歩が出るわけであります。今、お話がありましたように静岡空港に対しては、河城

地区の皆さんの大変なご理解と、ご協力が県の方にも届いておりまして、あと２年間

でこの事業が終わるわけでありますから、私の方も職員に、県に対して吉田大東線

あるいは空港関連の事業について要望するように指示をしているところであります。

県と話し合いをしながら、この県道整備については空港のアクセス道路として進めて

行きたいと思います。また都市計画道路の区間は、地域の皆さんの協力がなければ

出来ません。私どもも県の方に積極的に働きかけをいたしますので、地元の皆さん

のご協力を賜りたいと思います。 

 ３点目の旭テックの件でありますが、大変皆さんにご迷惑と心配をかけて、申し訳

ないと思っております。協定の中で害のあるものを埋めないということとなっておりま

すし、それを旭テックさんの方がきちっと守っているということを聞いておりますので、

ひと安心しているところでありますが、やはり、漏水したことは大きな問題であります
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ので、県と連携をするなかで、旭テックさんへの指導あるいは話をしていきたいと思

っております。この点につきましても、自治会の皆さんのご協力をお願いいたします。 

●友田自治会より 

 県道吉沢金谷線の新幹線ガード付近の交通安全についてであります。その前に鎌

倉橋の歩道橋を完成していただいてありがとうございました。県道吉沢金谷線の友

田新幹線ガード下ですが、見通しが悪いうえに幅員が狭く、西原組の入口もあり、今

まで数回の交通事故が発生しています。このガードの前後には歩道が整備されてお

りますが、このガード下は幅員が狭く、歩道が取れないために歩行者が大変危険な

思いをしています。このような状況のなか、本年５月下旬に県及び市により側線上に

ポールを設置していただきました。歩行者はある程度安心して歩行できるようになり

ましたが、ガード下がカーブをしているためドライバーはポールをよけて中央側に張

り出し、対向車と接触する恐れがあります。以前ですが接触事故も発生しております。 

友田地区の要望ですが、このガード下の幅員が狭いこととスピードを落とすことを両

方向からのドライバーにわかるような安全対策をお願いしたい。現在、追い越し禁止

のセンターラインがガード下まで引かれていますが、変電所辺りまでとし、ゼブラゾー

ンを設けて事前に幅員が狭くなることをドライバーに知らせ、スピードを控えさせるこ

とや、標識の設置等で交通安全対策をお願いしたい。最良の方法は、新幹線の橋

脚側に道路の拡幅が出来ればと考えますが、何らかの道路改良が可能なのか教え

て下さい。 

●市長 

 たしかに、私もよく通るところです。倉沢方面から下りて来た、友田の新幹線のとこ

ろですね。そう言われて心当たりがあるところです。戻りまして、担当部局と警察の

方と話をします。県道ですので、県の方にも話をします。応急的なものが出来るもの

はやりますし、抜本的のことであれば、県の方にも話をしたいと思います。 

●沢水加自治会より 

 沢水加地区から沢水加川の中上流部の河川改修とコミュニティバスについて質問

をさせていただきます。河川改修ですが沢水加川の下流部につきましては、市や県

の努力によりまして、堰の無い自然に配慮した工事をしていただきました。今年、昨

年あたりは、蛍がたくさん出まして、今年の６月には河城小学校の４年生が総合学

習で川に学習にきました。掛下橋から上流部についてですが、河川改修をお願いし

ておりますが、４７３号線バイパスの完成も間近かということで、水の流れも変るんで

はないかということで、災害が心配です。掛下橋から上流部についての河川改修計

画について教えていただきたい。 

 高齢者や車のない方にとって、本当にコミュニティバスはありがたいもので、生活

上、不可欠なものとなっています。沢水加線のバスですが、午後の終点が河城地区
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センターとなっています。沢水加、畑無の方は午前中しか利用できません。病院に行

ってちょっと長引き、乗れなかった時はタクシーを使ったりして、不便だとの声が高齢

者の方からありました。終点を延長するとか、善処していただきたい。 

●市長 

 沢水加川の改修の件ですが、沢水加、倉沢の皆さんには、４７３の道路整備、土砂

災害防止の工事、ダムに大変なご協力をいただきました。話を聞いておりまして、そ

の当時を思い出しました。あの時、皆さんにご協力をいただきまして、４７３号線の工

事が順調に進められていることを、本当にありがたく思っております。沢水加川の上

流部につきましても、４７３号線の関連ということで、私達も県に話をしております。沢

水加の改修同盟会と自治会と話をさせていただいて、県の方へ強く要望を出してい

きたいと思います。 

 コミュニティバスの件ですが、私の記憶では、７コースありますが、河城地区が一番

利用率が高いと思います。黒字にはなりませんが、７路線のなかでは一番ご利用い

ただいておりまして、大変うれしく思います。コースを決めるには、警察とか民生委員

さんとか色々な皆さんに入っていただきまして、検討委員会で１年半位かけてコース

を作りまして、広報しております。各所から色々な要望といいますか、提案が来てお

ります。当然使っていただく皆さんが、喜んでいただくことが、第一ですので色々な要

望を集約をさせていただきまして、近いうちに委員会を開催させていただいて、その

なかで、来年に向けての見直しをさせていただきたいと思います。基本的に途中で

の軽微な変更ならいいですが、大幅な変更をしますと、逆に市民の皆さんにご迷惑

を掛けてしまいますので、可能であれば来年から、そういったことにも対応させてい

ただきたいと思います。沢水加の皆さんにはもう少し我慢をしていただきたいと思い

ます。 

●西富田 男性 

 今年の春、家の孫が東富田の立ヶ谷の橋の手すりから落ちました。ちょうど中段に

１ｍ位の幅の段差があったもので、川の下までは落ちなかった。それから１０日位し

たら、六郷小かどっかの小学生が火剣山へ行くといって、その奥の橋のところで、ま

た子供さんが落ちました。そこは大井川用水が流れてたもんですから、下流に１０ｍ

位流されて、命には別状がなかったですけども。そういうことがありまして落合議員さ

んにお願いして、対策をしてもらったんですけれども、どこの橋も手すりは川幅だけ

に付けてあるものですから、それから１０センチいったところには、手すりが無い。子

供はよりそって、ころがってたいがい川に落ちる。そういった設計というか、どこの橋

もそうなっている。もう少し手すりだけ、１ｍ伸ばしてくれれば、そういうことは無くなる

気がします。これから新しい橋を作ったりする時に、そういう設計やこういうことを考

えていただければいいと思います。 
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●司会（地域支援課長） 

 ご意見でよろしいでしょうか。 

●西富田 男性 

 良いです。 

●潮海寺 男性 

 多くの市民の収入は減っているのではないかと思っております。いわゆる格差社会、

これが進んでいるということになるわけですけれど、広報きくがわの紙面で税制改革

による税源移譲で、住民税と所得税の割合が変り、トータルで税負担は変らないと

いうお知らせが大きく掲載されておりました。そんなわけで私もあーそうかと安心して

おったわけですけれど、よく注意して見ないと見落とすような小さく書いてあった、定

率減税の廃止、全廃により、私の場合も変らないどころか、住民税と所得税を相殺し

ても大幅な税負担となってびっくりしたわけです。ここに見えてられる皆さんも多分同

じだろうと思います。さらに来年から始まる後期高齢者の医療制度による保険料の

大幅負担増などで、私は７５歳になって医療すら受けられなくなるんではないかと心

配されます。そこでお尋ねしますが、今回、税制改革による住民税の増税の増収分

がどの位になるのか、また、それをどのように使いたいと考えているか。菊川市独自

の住民税の減免制度とか医療保険料の減免制度の拡充の考えは持っているのか、

その辺りをお聞きしたいと思います。 

それから予想される東海地震の件ですけれども、中越沖地震の何倍かの大きな

被害をこの東海地震では受けるだろうと予想され、警告している方が多い。私も大き

な不安を抱えています。地震による原発の放射能被爆被害も含めてであります。柏

崎刈羽原発の深刻な被害実態は、国も度々大丈夫だと、勿論電力会社も言ってい

るわけですけれども、そういっていた安全性が根底から否定された。そういうことを如

実に示したデータが出ていると思います。私もこの間、菊川市議会で行われた、浜

岡原発安全協定の見直し、再調印についの市議会の全員協議会を傍聴したわけで

す。各議員の発言を拝聴させていただきましたが、昨日の静岡新聞の社説をご覧に

なった方もいるかと思いますが、そこには全国にある全ての原発は､各電力会社と地

元の自治体との安全協定に地元自治体との事前了解を必要とする規程が明文化さ

れている。ですから、この際安全協定に事前了解条項を入れ込むべきだと言う。これ

は私どもとして当たり前のことではないかと思うんですけれども、実際には御前崎市

長を始めとして、最近突然公表されました、安全協定についての４市統一解釈書な

るものがある、これで実質的に事前協議をで出来ることになる。これは本当かどうか

わかりませんが、解釈ですから。そういうことを鵜呑みにして、安全協定本文に、事

前了解事項を新たに盛り込むことに消極的な態度を取る。これにさらに、足並みを強

めて、早く結論を出したいと。こういう報道がされておりますけれども、それについて
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お尋ねしますが、なぜ安全協定本文を見直して、事前了解規定を明文化しないのか。

その理由があれば是非お話していただきたい。先程いった統一解釈書にあるから良

いと言ったことでなくて、本文になぜ入れないのか。それから住民への説明責任が

極めて不十分なまま、急いで今月中に結論を出したい理由は何なのか。これについ

てもお聞かせいただきたい。住民の全ての命、健康に大きな被害をもたらす事にな

るだろうと言われる、重大なことですから、私達市民が誰もが納得できるように、わ

かり易く答えていただけないでしょうか。 

 それから、昨年の９月２１日の菊川市議会で菊川市平和宣言が採決されています。

その後の動きとしては戦前への回帰するという動きが活発になっておると思います。

こういうことのなかで、私としての提案ですが、菊川市の平和都市宣言を外に向けて

発信する、具体的な行動が必要だと考えます。お蔵入りさせるのではなく、何らかの

形で示す必要がある。例えば隣の掛川市では市役所のところに、像が立っている。

だから菊川の場合も、市役所とか市役所小笠支所などに像を建てて、菊川市平和

都市宣言の顕彰をする、あるいは広報とかホームページでの紹介は、今直ぐからで

もやろうと思えば出来ることなんで、費用も１００万円足らずで十分出来るという事で

すから、そうしたことは直ぐにやるべきではないか。お蔵入りさせることは何にもなら

ない。こういう時代だからこそ、平和があってこそ緑豊な次世代ということが言えると

いうことで有ろうと思います。 

 最後に新しい教育長さんがお見えになっておりますので、お聞かせいただきたいで

すけれど、前の教育長さんは平和憲法と改正される前の教育基本法は一体のもの

である。教育は国家のためにあるのではなく、憲法の理想、精神を実現するための

教育、つまり主権在民である国民のために教育はありますと、そういうふうに認識し

ておりますから、それを擁護、重視すると明快に述べています。新しい教育基本法の

教育が強行されておりますが、教育長さんは最高法規である憲法の精神にのっとっ

て教育行政を進める考えでしょうか。これについてお答えいただければと思います。

最後に要望ですけれど、菊川市のホームページは、すごく分りにくい、読みにくい。

中身もあまりよくないという評判を良く聞きます。僕もやってみたところそうです。です

から、もっと利用しやすい、市民のためになるように、改良する必要があるかと思い

ます。ですから業者丸投げのホームページを作るのではなくて、もっとＩＴ、これから

情報化時代に進むわけですから、ＩＴに詳しい職員を養成するか、あるいは採用する

ように、是非お願いしたい。それから、市政懇談会の内容等については、ホームペー

ジ或いは市政だよりですか、そういうもので詳しく、いつも出していると思いますが、

もう少し詳しく出してもらえるとありがたいということです。 

●市長 

 まず、税金の関係でありますが、国の税制改正によりまして、皆さんに大変迷惑を
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かけました。国の考え方で、所得税と住民税につきましては増税ではないという見解

であります。そして今言われた定率減税、これは又別の、定率減税が廃止されたと

いうことで、これにつきましては定率減税が無くなったわけですから、皆さんのご負担

になったということで理解をしております。医療費等に対して、市からは税金で負担

をしていないかということでありますが、例えば国民健康保険におきましては、年間４

千万円が一般会計から国民健康保険へ支援をしておりますし、そういったなかでは

負担の軽減、例えばの話ですが、国民健康保険の方には、負担をして税率を下げる

というようなことを議会のご理解をいただくなかで、取り組んでおります。 

地震につきましては、先般の地震は私達に取りましても、人事ではないということ

で、気持ちを引き締めて取り組んでいかなければならないと思います。今、安全協定

の話も出ましたが、この安全協定というものは、地域住民の健康を守るという、一つ

の大きな目的があるわけでありますから、そのために４市のなかで十分協議して、市

民の皆さんに不安を与えない、そして原子力に対して、きちっと私達が物申せるとい

う形での立場というものを、これからきちっとして行きたいと思います。特に事前了解

と言う言葉、あるいは地震の話とか、プルサーマルの話とか色々出るわけでありまし

て、たまたま今、安全協定の話とプルサーマルの話と地震の話が重なっているわけ

でありまして、それを一つひとつ、私達は市民の皆さんに説明をしてご理解をいただ

いて、議会の皆さんにもご理解いただくなかで、取り組んでまいります。プルサーマ

ル計画につきましても、国策と言えども、隣接市につきましても十分な情報公開、あ

るいは中電、国の考え方というものを、色々な形で市民の皆さんに、お話を聞いてい

ただく機会を作っていきたいと思います。地震につきましては、先般の中越沖地震は

原発を近くに持つ市民の皆さんにしてみれば、非常に心配になることでありますから、

今後も国、中電と色々と話をし、慎重に取り組まなければならないと思います。 

また、平和都市宣言でありますが、これはたしか先般、●●さんから言われまして、

議会の方で採決されたものであります。平和都市、平和であることは誰でも願うこと

でありますから、市民の皆さんに分っていただくような、理解をしていただくような、そ

して近隣の皆さんにもわかるような形で、今後取り組んでいきたいと思います。 

税収のどれだけ増えたかにつきましては、担当の方から説明させます。 

●教育長 

 最初に少しお礼を。教育委員会の諸行事に対しまして色々ご協力をいただきまし

て、本当にありがとうございます。教育のことについてどう思うかとのお話がありまし

たが、教育は誰のためにあるかと言えば、それは勿論国民のために有ると思います

し、菊川市で言えば教育は市民、そして子供達のためにあると思っております。した

がって当教育委員会では、市民や菊川市の子供達に対して、憲法の精神と教育基

本法の趣旨にのっとって、教育を進めていきたいと思っておりますし、前任の教育長
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と同じ考えであります。 

●総務企画部長 

 財源移譲によります市県民税の増額分について質問がありましたが、約６億円増

えるとの試算であります。税源としては６億円増えるわけですが、やはり交付税等は

減額になってまいります。こういったことで、この使い道等につきましては、やはり三

位一体の改革等、こういったもので、補助金等も減ってくるというなかで、この６億円

をどうして使おうかという使い道につきましては、先程市長がおしゃったとおり財源が

苦しいなかでやっておりますので、これからの実施計画、総合計画等のなかで、使

い道を決めていきたいと考えております。 

●沢水加 男性 

 お願いをしたい。河城保育園の耐震工事が、今年秋からやってもらえるということ

になったようですが、国の方から入ってくるのか、予算はどのくらいですか。国の方

から貰えれば市が助かります。地震が、今、大変多いということで、園児がいるなか

で工事をしなければならないということになります。よろしくお願いします。 

 １０年後、２０年後の菊川という話がありましたが、２０、３０年前に畑総に、菊川は

取り組んでいただき、今年度計画すれば、大体事業が完了ということとなります。長

い間、ご努力いただき河城方面はこれで道が出来ましてありがたいことです。これか

らの 10年後、２０年後どうするか。国道が通っているのはどこだと言えば、４７３号線

だという話をしました。ある人に聞いたら道の駅を菊川の管轄のなかに作ればいいじ

ゃないかと。もっと早く国道を作る時点で話が出たなら、何らかの手は打てたかも知

れませんが。皆さんご存知のように掛川は非常に繁盛している。空港だけでなく４７

３号線は第二東名に将来的にはつながるだろうと思うんです。早くそういうものを菊

川市も何らかの形で立ち上げして、将来的に残るようなことを是非お願いします。 

●市長 

 １０年後、２０年後のことを皆さんに話をさせてもらいたいと思います。この地区は

私達が思っている以上に注目度が高いと思います。開発するだけが良いわけでは

なく、お茶という菊川の特産も大切でありますから、そういったことをこれから、時間

を掛けて、この地域をどのような地域にしていくか、まさに、地区センターあるいは自

治会を中心に、色々な話をしていただければ、ありがたいと思います。道の駅、そう

いった未来に向かっての話をさせてもらうと、私どももありがたいものですから、是非、

新しい提言をお願いします。 

 


